
まとめまとめまとめまとめまとめ
１．　ＶＥＭ材は、非常に線形性の強い材料である為、 歪みの依存性が低いことからモデル化の容易な材料と言える。
２．　正弦波加振の様な試験の場合には、サイクル毎の温度を測定することが重要であり、かつ、用いる温度計は時間
刻みの極力少ない動的温度計を活用することが望ましい。
　これにより、材料の加振時の温度上昇をモニター出来、サイクル中の温度上昇によって生じるＶＥＭ材のＧ’の
変化およびηの変化を推測することが出来る。

３．　同一の温度、振動数を用いて、最大歪みを合わせた正弦波加振と地震波加振を行った場合、地震波加振の温度上
昇は正弦波加振の1～2サイクル中の温度上昇とほぼ同等になる。

４．　ＶＥＭ材は、アクリル系高分子により構成されていることから、２重結合を持っていない。従って酸化劣化、紫
外線劣化の起こりずらい材料であることが数々の試験により実証された。
　よって、長期間において安定した性能を提供出来る材料であることが確認出来た。

５．　ＩＳＤ１１１材は、水・温水浸漬実験から漬けられていた時間と同程度の時間が経てば浸漬前の特性の戻ること
が確認出来た。
　よって、長期的に湿度によってＩＳＤ１１１材の剛性が低下していくことは無いと言える。

６．　粘弾性ダンパーの利点は、微振動からダンピングを発揮出来る材料であることであるが、他のダンパーとの大き
な違いである。しかし、粘弾性ダンパーの中には破断前の歪みであっても初期の物性を維持出来ないものも存在す
る。
　これに対して、ＶＥＭ材は繰り返し加振老化後でも初期と同等の性能を維持し、疲労の少ない材料と言える。

７．　上記内容を踏まえて、ＶＥＭ材は長期安定した物性を保ち、かつ、疲労の少ない材料であることから、建築用ダ
ンパーとして長期にわたり安定したダンピングを提供し、かつ、メンテナンスの必要の無いダンパーであると言え
る。
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